
５
月
１
日
、
水
俣
病
が
公
式
に
確

認
さ
れ
て
50
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
節
目
に
、
水
俣
病
の
犠
牲
に

な
っ
た
す
べ
て
の
生
命
に
対
し
、
鎮

魂
の
祈
り
を
さ
さ
げ
、
地
域
の
再
生

を
誓
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご

参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
会
場
に
参
列
で
き
な

い
方
も
、
午
後
１
時
40
分
に
合
わ
せ

て
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日

５
月
１
日
(月)

時
間

午
後
１
時
30
分
〜

場
所

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
親
水
緑
地

「
水
俣
病
慰
霊
の
碑
」
前

一
斉
黙
と
う

午
後
１
時
40
分
〜

□問

水
俣
市
環
境
対
策
課

1
０
９
６
６
―
６
１
―
１
６
１
２

宇
土
半
島
で
活
躍
す
る
工
芸
家
の

展
示
会
。
焼
物
、
染
織
、
鉄
工
、
刃

物
、
張
り
子
、
太
鼓
、
木
竹
細
工
な

ど
地
域
の
中
で
培
わ
れ
て
い
る
「
技
」

を
一
堂
に
紹
介
し
、
こ
れ
か
ら
の
地

場
産
業
の
活
性
化
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
職
人
の
「
技
」
を
ご
来

場
の
皆
さ
ま
に
、
よ
く
見
て
も
ら
う

こ
と
を
重
点
に
置
き
、
会
員
が
一
日

中
実
演
を
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ま
地
元
職
人
の
「
技
」
を
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間

５
月
２
日
(火)
〜
７
日
(日)

場
所

熊
本
県
伝
統
工
芸
館
（
熊
本

市
千
葉
城
町
３
―
35
）

1
０
９
６
―
３
２
４
―
４
９
３
０

出
展
者

◆
宇
城
市
・
５
工
房
…
山
舟
窯
、
楽

土
窯
、
中
島
竹
細
工
店
（
以
上
三
角

町
）、
デ
コ
イ
工
房
、
堀
口
太
鼓
店

（
以
上
不
知
火
町
）

◆
宇
土
市
・
10
工
房
…
蒼
土
窯
、
文

窯
、
八
八
窯
、
宇
土
張
り
子
、
小
山

本
手
打
ち
刃
物
、
硯
工
房
、
型
染
、

能
面
、
石
井
楽
器
店
、
沼
田
馬
蹄
鉄

共
催

宇
城
市
・
宇
土
市
物
産
協
会

□問

実
行
委
員
会
事
務
局
・
蒼
土
窯

前
田
和
　
1
２
７
―
０
７
７
７

広報うき 2006・4・15
April

広報うき 2006・4・15
April

◆対象者
平成18年９月１日現在、本市に引き続
き１年以上居住し、かつ、住民基本台帳
により本市の住民票に記載されている人
で、次のいずれかに該当する人
○88歳を迎える人（大正７年４月２日～
８年４月１日までに生まれた人）
○100歳を迎える人（明治39年４月２日
～40年４月１日までに生まれた人）
○100歳を超える人（明治39年４月１日
以前に生まれた人）

◆敬老祝金の種類および額
○88歳＝米寿祝金 ………………１万円
○100歳＝100歳祝金……………10万円
○100歳超＝長寿祝金 ……………１万円

◆支払時期 ９月末を予定
（対象者に後日連絡）

◆申請書提出期限 ５月31日(水)

◆申請書提出先
本庁福祉課福祉総務係 132－1111
各支所健康福祉課

三角支所 153－1111
不知火支所 133－1111
小川支所 143－1111
豊野支所 145－2111

【老人医療】

平成18年４月１日から健康保険法等の規定に基づいて、
入院時の食事の負担が『１日単位』から『１食単位』に
変更されます。

※１：入院日数が90日までの人
※２：入院日数が過去12カ月以内に90日を超える人

上記の②および③に該当する人は、下記申請先で交付
する「限度額適用・標準負担額減額認定証」を医療機関の窓
口に提出することにより減額が受けられます。また、②
の人で長期該当の認定を受けるためには、再度申請が必
要です。
詳しくはお問い合わせください。
申請・問合せ先
本庁市民課老人保健係　132－1111
各支所市民課国保年金係
三角支所　153－1111 不知火支所　133－1111
小川支所　143－1111 豊野支所　　145－2111

日
本
郵
政
公
社
で
は
、
身
体
障
害

者
お
よ
び
知
的
障
害
者
の
福
祉
に
対

す
る
国
民
の
理
解
と
認
識
を
深
め
る

た
め
に
、
郵
便
は
が
き
を
無
償
配
布

し
ま
す
。

受
付
期
間

４
月
３
日
(月)
〜
５
月
31
日
(水)

対
象
者

重
度
身
体
障
害
者
（
１
級

ま
た
は
２
級
の
人
）、
重
度
の
知
的

障
害
者
（
療
育
手
帳
に
「
Ａ
」
ま
た

は
１
度
、
２
度
と
表
記
）
の
人
。

配
布
枚
数

１
人
当
た
り
通
常
郵
便

は
が
き
20
枚

申
込
方
法

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
を
ご
持
参
の
上
、
お
近

く
の
郵
便
局
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
代
理
人
や
郵
便
に
よ
る

お
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。
申
込
用

紙
は
、
郵
便
局
ま
た
は
福
祉
事
務
所

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

□問

松
橋
郵
便
局

1
３
２
―
３
０
２
８

母
乳
で
育
て
る
利
点
や
母
乳
を
出

す
コ
ツ
、
妊
娠
中
の
お
手
入
れ
や
産

後
の
過
ご
し
方
、
離
乳
食
と
母
乳
に

つ
い
て
、
な
ど
な
ど
。
母
乳
に
関
す

る
い
ろ
ん
な
話
、
ぜ
ひ
聞
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。

日
時

○
第
１
部
　
４
月
22
日
（土）

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

○
第
２
部
　
５
月
20
日
（土）

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

※
６
月
以
降
は
毎
月
第
３
土
曜
日
に

開
催
予
定
で
す
。

場
所

し
ま
だ
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
市
役
所
隣
）

対
象

妊
婦
、
授
産
中
の
人
な
ど

参
加
費

５
０
０
円
（
資
料
代
と
し
て
）

□申
・
□問

キ
ヌ
助
産
院
・
佐
成
き
ぬ
え

1
２
４
―
１
１
６
５

昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
と
な
り

ま
す
、
難
病
患
者
お
よ
び
そ
の
家
族

の
人
た
ち
に
よ
る
絵
画
作
品
の
展
示

会
で
す
。

力
作
の
数
々
を
皆
さ
ま
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

期
間

６
月
６
日
(火)
〜
11
日
(日)

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

た
だ
し
、
11
日
(日)
は
午
後
３
時
ま
で

場
所

不
知
火
美
術
館

入
場
料

無
料

□問

国
立
病
院
機
構
熊
本
南
病
院
リ

ハ
ビ
リ
動
創
生
の
会
絵
画
ク
ラ
ブ
・

辻
清
春
　
1
２
３
―
３
８
２
２

こ
こ
数
年
、
下
校
中
の
小
学
生
を

襲
っ
て
殺
害
す
る
と
い
う
凶
悪
な
事

件
が
頻
発
し
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
「
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

守
ろ
う
」
と
立
ち
上
が
っ
た
の
が
お

年
寄
り
の
力
で
す
。
今
や
ど
こ
の
市

町
村
で
も
お
年
寄
り
の
「
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
」
が
結
成
さ
れ
て
い
る
と

聞
き
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
今
回
、

松
橋
町
曲
野
北
区
で
の
取
り
組
み
を

取
材
し
ま
し
た
。

当
尾
小
学
校
の
校
長
先
生
の
話
に

よ
る
と
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好

会
」
の
皆
さ
ん
か
ら
「
下
校
中
の
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
り
た
い
」
と

の
あ
り
が
た
い
申
し
出
が
あ
り
ま
し

た
。
早
速
、
ま
ず
は
子
ど
も
た
ち
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、「
顔
み
し
り

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

地
区
ご
と
に
集
ま
っ
て
一
緒
に
帰
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

以
来
、
愛
好
会
で
は
当
番
を
決
め

て
毎
日
、
４
〜
５
人
が
通
学
路
の
要

所
に
立
っ
て
下
校
中
の
子
ど
も
た
ち

を
迎
え
ま
す
。
対
象
児
童
は
小
学
１

年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
で
、
高
学
年

は
部
活
動
の
関
係
で
、
帰
宅
時
間
が

ば
ら
ば
ら
な
の
で
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。学

校
か
ら
は
毎
月
、
月
初
め
に

「
行
事
予
定
及
び
下
校
予
定
時
刻
表
」

が
校
区
の
各
戸
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

取
材
日
は
１
年
生
が
午
後
２
時
10
分

の
下
校
時
間
と
な
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、「
熊
本
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

協
会
」
と
書
か
れ
た
黄
色
の
た
す
き

掛
け
の
方
と
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
を

待
ち
ま
し
た
。

黄
色
い
帽
子
の
１
年
生
た
ち
が
や

っ
て
来
ま
す
。
周
囲
は
畑
ば
か
り
で

人
家
も
な
く
、
人
通
り
も
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
辻
立
ち
す
る
前
に
区

長
さ
ん
に
同
行
し
て
も
ら
っ
て
通
学

路
を
回
っ
た
の
で
す
が
、
確
か
に
ト

ン
ネ
ル
有
り
、
竹
林
有
り
の
昼
間
で

も
何
か
不
安
に
か
ら
れ
る
道
路
で
し

た
。今

、
お
年
寄
り
た
ち
の
積
極
的
な

使
命
感
で
子
ど
も
た
ち
は
守
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
「
安
全
確

保
」
の
問
題
は
「
い
つ
ま
で
」
と
い

う
限
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
当
面
は
続

け
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

雨
の
日
、
風
の
日
、
下
校
時
間
の
違

う
子
ど
も
た
ち
を
待
つ
の
は
大
変
な

ご
苦
労
だ
と
思
い
ま
し
た
。

い
つ
、
ど
こ
で
、
何
が
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
不
穏
な
社
会
情
勢
の
中

に
あ
っ
て
「
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も

を
守
ろ
う
」
と
い
う
一
人
一
人
の
心

掛
け
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式

熊
本
県
市
長
会

宇
土
半
島
「
和
」
の
職
人
展

実
行
委
員
会

１食当たり100円�

負担区分� 変更前� 変更後�

①一定以上所得者および�
　一般� １日当たり780円�１食当たり260円�

②低所得者Ⅱ�

③低所得者Ⅰ�

長期非該当�
　　　　　 ※1

長期該当　�
　　　　　※2

１日当たり650円�

１日当たり500円�

１日当たり300円 �

１食当たり210円�

１食当たり160円�

青
い
鳥
郵
便
は
が
き
を
無
償
配
布

日
本
郵
政
公
社

妊
婦
さ
ん
大
集
合
！
プ
レ
マ
マ
教
室

「
母
乳
で
育
て
る
コ
ツ
」

「
絵
画
ク
ラ
ブ
」
作
品
展
示
会

リ
ハ
ビ
リ
動
創
生
の
会

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り�

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り�

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り�

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り�

子
ど
も
を
守
る
地
域
力
　
古
賀
結
美
子�

「
顔
み
し
り
会
」
で
子
ど
も
た
ち
と

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
が
ご
対
面

隊
員
の
皆
さ
ん
が
一
緒
だ
と
安
心

宇
土
半
島
15
工
房
の
作
品
を
一
堂
に
展
示


